
 平 成 3 0 年 ３ 月 

富山県環境政策課 

 

「とやまの環境学習」（中学生向け環境教育教材）について 

 

１ 教材の概要について 

（１）教材作成の趣旨 

   中学生向けに環境教育を推進するための教材として、「とやまの環境学習」及び確認

問題を作成しました。この教材は、富山県の環境を題材としたことが特徴であり、生徒

が環境問題について身近に感じ、関心を持ち、行動につなげていただくことを目的とし

ています。 

 

（２）教材の対象 

   中学校１年生～３年生 

 

（３）教材の内容 

① とやまの環境学習（Ａ４サイズ、16ページ） 

   富山県の環境を題材に環境問題や身近な取組みなどについて紹介しているテキスト

です。各章の内容と富山県との関連については下記の表のとおりです。 

章 富山県との関連性 

１．食品ロス・食品廃棄物

の削減 

富山県内の食品ロス・食品廃棄物の調査結果 

２．レジ袋など容器包装の

リサイクル 

富山県の全国で初となる県単位でのレジ袋無料配布

廃止の取組み、とやまエコ・ストア制度 

３．小型家電のリサイクル 小型家電リサイクル法のモデルとなった富山県の小

型家電リサイクルの取組み 

４．公害の防止 四大公害病のひとつに数えられる富山県の公害「イ

タイイタイ病」 

５．森林の保全 「水と緑の森づくり税」を活用した富山県の森林保全

の取組み 

６．希少生物の保護 富山県の条例による希少生物保護の取組み、立山に

おける外来種 

７．漂着ごみの対策 富山県内の海岸での漂着ごみ 

８．地球温暖化の対策 富山県での地球温暖化の影響の将来予測 

９．国際環境協力の取組み 国際連合のＮＯＷＰＡＰの活動支援などの富山県の

国際環境協力の取組み、Ｇ７富山環境大臣会合 

 

② 確認問題（Ａ４サイズ、４ページ）、解答（Ａ４サイズ、２ページ） 

   「とやまの環境学習」の内容について、生徒の理解を深めるために作成した確認問題

です。「とやまの環境学習」の内容について、生徒に学んで欲しいことや考えて欲しい

ことを出題しています。 



 

（４）教材の配付対象・部数 

   富山県内の全ての中学校 各校新２年生の生徒数を参考とした部数 

   不足する場合は、若干の予備がありますので、県環境政策課までお問合せください。 

 

（５）教材の活用時間（詳しくは活用例のとおり） 

   社会科や理科、家庭科、総合的な学習の時間、朝学習の時間など 

   ※教材は、各学校で保管していただき、数年間繰り返しご活用いただくことを想定 

 

２ 教材の活用例について 

（活用例１）授業の際の参考資料としての活用 

  「とやまの環境学習」の内容については、別紙１のとおり関連する内容が社会科、理科、

家庭科などの教科書に掲載されています。このため、授業において教科書の該当ページを

学習する際に、「とやまの環境学習」を参考資料として活用することができます。 

 

（活用例２）朝学習の時間等における教材としての活用 

  朝学習の時間等において「とやまの環境学習」と確認問題を生徒に配付し、生徒が「と

やまの環境学習」で調べながら確認問題を解くことで環境問題について学習することがで

きます。 

確認問題は電子データでも提供しますので、編集を行い選択式の問題のみを出題するこ

ともできます。採点（解答）は、自己採点により行います。記述式の問題の解答は、ペア

やグループで行うことで自分の考えを見直したり広めたりすることができます。 

 

（活用例３）清掃活動を行う際の学習用教材としての活用 

  地域の清掃活動を伝統的に実施しているような学校では、「とやまの環境学習」の「７．

漂着ごみの対策」を清掃活動の前や後に学習することで、生徒が清掃活動の大切さを学ぶ

ことができます。 

 

３ 教材に関する問合せ先 

 富山県環境政策課企画係 TEL:076-444-3141、FAX:076-444-3480 

              E-mail: akankyoseisaku@pref.toyama.lg.jp 

  ※教材については、県環境政策課のホームページでも公開予定です。 

 

＜参考＞環境教育に関する参考資料 

○幼・小・中学校教育指導の重点 富山県教育委員会 

 環境教育に関連する部分を抜粋して別紙２に添付します。 

 

○環境教育指導資料【中学校編】 国立教育政策研究所 

 以下のホームページからご覧になることができます。 

 国立教育政策研究所 指導資料・事例集 環境教育指導資料【中学校編】（平成 28年 12月） 

 http://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/20170215.pdf 

  



 

 

「とやまの環境学習」の各章の内容と関連する教科、教科書のページ等（平成 30年３月時点） 

※太字は大きく関連する単元を表しています。 

 科目 教科書名 単元 ページ 

①
食
品
ロ
ス
・
食
品
廃
棄
物
の
削
減 

公民 帝国書院 これからのエネルギーと消費生活 192～193 

東京書籍 公害の防止と環境の保全 

貧困問題 

154～155 

184～185 

家庭科 東京書籍 よりよい食生活を目指して 90～93 

開隆堂 食生活と環境とのかかわり 136～137 

教育図書 食品の選択と購入 

いま，わたしたちにできること  

94～101 

264～269 

②
レ
ジ
袋
な
ど
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル 

公民 帝国書院 これからのエネルギーと消費生活 192～193 

東京書籍 公害の防止と環境の保全 154～155 

日本文教出版 環境保全の担い手としての政府 170～171 

理科３年 東京書籍 持続可能な社会の構築をめざして  287～288 

学校図書 資源の有効利用の取り組み 276～278 

家庭科 東京書籍 よりよい食生活を目指して 

持続可能な社会を目指そう 

90～93 

244～246 

開隆堂 地域や社会での協力 238～239 

教育図書 いま，わたしたちにできること  264～269 

③
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル 

地理 帝国書院 日本の資源・エネルギーと電力 156～157 

東京書籍 日本の資源・エネルギーと環境問題 162～163 

公民 帝国書院 これからのエネルギーと消費生活 192～193 

東京書籍 公害の防止と環境の保全 154～155 

日本文教出版 環境保全の担い手としての政府 170～171 

理科３年 東京書籍 持続可能な社会の構築をめざして  287～288 

学校図書 資源の有効利用の取り組み 276～278 

家庭科 東京書籍 持続可能な社会を目指そう 244～246 

開隆堂 地域や社会での協力 238～239 

教育図書 いま，わたしたちにできること  264～269 

④
公
害
の
防
止 

 

歴史 帝国書院 経済成長による日本の変化 250～251 

東京書籍 日本の高度経済成長 

現代の公害問題とその克服 

254～255 

268～269 

地理 帝国書院 都市や工業の発展と自然環境 

公害の経験を生かした環境保全への取り組み 

臨海部の埋め立てと環境に配慮した工業 

176～177 

180 

202～203 

東京書籍 工業化・都市化にともなう地域への影響 186～187 

公民 帝国書院 社会資本の役割と環境への取り組み 152～153 

東京書籍 公害の防止と環境の保全 

公害のない社会へ 

154～155 

160～161 

日本文教出版 環境保全の担い手としての政府 170～171 

 

 

 

別紙１ 



 

 

 

科目 教科書名 単元 ページ 

⑤
森
林
の
保
全 

 

地理 帝国書院 環境に配慮した林業・漁業と保全活動 

 

206～207 

東京書籍 日本の農林水産業 

多様な環境問題と環境保全の取り組み 

164～165 

184～185 

⑥
希
少
生
物
の
保
護 

公民 帝国書院 地球規模で広がる環境問題 186～187 

東京書籍 地球環境問題 178～179 

日本文教出版 地球規模の環境問題 196～197 

理科３年 東京書籍 人間による活動と自然環境 

自然環境の開発と保全 

地球環境の今 

248～249 

250 

285～286 

学校図書 生物をめぐるつり合い 246～247 

⑦
漂
着
ご
み
の
対
策 

公民 帝国書院 地球規模で広がる環境問題 186～187 

東京書籍 地球環境問題 178～179 

理科３年 東京書籍 地球環境の今 

 

285～286 

⑧
地
球
温
暖
化
の
対
策 

歴史 帝国書院 国際社会におけるこれからの日本 260～261 

東京書籍 持続可能な社会に向けて 

人類の歴史とエネルギー 

262～263 

272～273 

地理 帝国書院 地球温暖化の影響と対策 

世界の資源・エネルギー 

86 

154～155 

東京書籍 水没の危機にあるとされるツバル 

世界の資源・エネルギーと産業 

113 

160～161 

公民 帝国書院 地球規模で広がる環境問題 186～187 

東京書籍 地球環境問題 178～179 

日本文教出版 資源・エネルギー問題 

地球規模の環境問題 

194～195 

196～197 

理科３年 東京書籍 地球温暖化 251 

学校図書 大気をめぐるつり合い 249～250 

家庭科 東京書籍 エネルギー消費を減らす方法を考えよう 242～243 

開隆堂 自ら取り組むエコ生活 236～237 

教育図書 消費生活と環境とのつながり 

いま，わたしたちにできること 

260～263 

264～269 

⑨
国
際
環
境
協
力
の
取
組
み 

 

歴史 帝国書院 国際社会におけるこれからの日本 260～261 

東京書籍 持続可能な社会に向けて 262～263 

地理 帝国書院 地球温暖化の影響と対策 86 

東京書籍 環境に配慮されたヨーロッパ社会 71 

公民 帝国書院 地球規模で広がる環境問題 

地球温暖化とその国際的な対応 

186～187 

188～189 

東京書籍 地球環境問題 178～179 

日本文教出版 持続可能な社会をめざして 198～199 

理科３年 東京書籍 持続可能な社会を目指す国際的なとり組み 291 



 

 

 

 

別紙２ 



 

 

 



 


